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当社はビルメンテナンス事業に50年以上の歴史を有し、建物に纏わる全ての事業
（清掃・警備・設備・受付・建築・リニューアル・PM・ホテル関連業務）に携わっております。
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背景



背景 ①

慢性的な人手不足

設備管理業務のみならず、全国的な人手不足

・熟練者の定年・引退

・人手確保の困難

・ビルの大型化

・保守管理ニーズの高まり

ギャップ



産業・設備保全 領域は、市場の成長も予測される

2013年 2030年予測 2013年比

公共構造物 2,012億円 2,886億円 143 .4%

電力インフラ 6,430億円 1兆1,679億円 181 .6%

生活・都市インフラ 2,602億円 2,523億円 97.0%

エネルギー供給・産業インフラ 1,882億円 2,212億円 117 .5%

ビル・商業施設関連設備 9,241億円 1兆362億円 112 .1%

合 計 2兆2,167億円 2兆9,662億円 133 .8%

出典：富士経済
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背景 ②
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売り切りから、データを活用した稼働、保全、保険サービスが主流へ

注目
ポイント

背景 ③

追い風が吹いている場所 産業・設備保全



サービス概要



検知して、通知しさえすれば、
解決するのか？1 6 0 5 1 2 日経産業新聞 第7面

何を、
どうするか

が不可欠では？
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既存の設備監視・保全ソリューションに感じる問題点

熟練技術者が

減っていく今後を考えると

サービス概要 ①



3社が持つ強みを活かし、サービスを共同開発

IoTソリューション

センサー技術

クラウド型

マニュアル作成・共有

プラットフォーム ビルの総合管理の

経験と実績

Confidential 1 0

サービス概要 ②

3社のコラボレーション



センサーとマニュアルを使った設備保全業務支援サービス
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K5 IoT Platform

センサー
ちょいロガ

温度
加速度
湿度
照度

通知条件設定

・通知の閾値、条件
・通知するユーザー
・通知するマニュアル

判定 現場に
急行

発報

対象者に瞬時に
アラートと

対応マニュアル配信

異常

ビッグ データ
蓄積

マニュアル
作成・配信

センサー
ちょいロガ

対応

マニュアル

ゲート

監視対象の設備 ウェイ

サービス概要 ③



ビル設備の常時監視、異常予兆検知時の保守対応、完了報告までカバー
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センシングとマニュアル作業指示でOT-ITを繋げる

（運
用
技
術
）

（
情
報
技
術
）

監視･収集 分析･検知 通知･作業指示 対応実施

データ蓄積

データ可視化
異常予兆の検知

状況を監視し､
現場や管理者が
稼働状況を
リアルタイムで知る

異常予兆時に
アラート発報

作業時間､
内容を自動で記録

現場対応状況､結果の監視
作業指示の改善を実施

振動､温度､
湿度､etc

タスク配信 作業ログ

OT

IT

監視

サービス概要 ④



各社の役割と提供サービス

システム設定・運用と発報時の対応
センサー、通信機器と設置

データサーバー
通知条件、通知設定アプリケーション マニ

ュアル作成・配信プラットフォーム

・機器の状態や特性に応じ、発報条件を定義
・機器のメンテナンスマニュアル

センサー（ちょいロガ）、ゲートウェイ機器、

通信機器と機器の設置対応

発報条件を設定、IoT Platformからデータ を受
け取り、数値判定を行い、配信指示を行 う。

また、ビジュアルベースのマニュアルを

作成・配信する。

発報時のメンテナンス対応 センサーからのデータ収集を行う
データサーバー
「FUJITSU Cloud Service K5 IoT
Platform」と初回セットアップ対応

サービス概要 ⑤



サービス詳細



1 0 秒間隔で、IoT PFからデータを取得し、値を常時判定

Teacheme Bizのサーバーにデータを蓄積し、値を判定 判定結果

サービス詳細 ①

【システム画面 （例）】



判定結果に基づき、異常予兆の検知時に自動発報

プッシュ配信

だから、すぐ

発報に気づく

判定結果 プッシュ配信 発報内容 マニュアル、実績管理
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サービス詳細 ②



マニュアルの特徴

作成がとにかく簡単

画像・動画ベース

伝わりやすい

作成がラク
パソコン無しでもOK

配信もラク
伝えたい人に届く

サービス詳細 ③

文字ベースの従来のマニュアルではなく、誰でも見て分かりやすいマニュアル



サービス価値



時間基準保全から状態基準保全へ

■時間基準保全
TBM（Time Based Maintenance）

■状態基準保全
CBM（Condition Based Maintenance）

時間

悪さ
↑故障

時間

悪さ

故障の予兆

定期的なメンテナンス

故障発生

機器の状況に応じたメンテナス

⇒適切､ムダのないメンテナンス

不要な
メンテンス

・不要なメンテナンス

⇒ 作業工数増加

・メンテンナスの遅れによる故障発生

⇒ 故障による営業損失

センサーの無線化､解析技術の発達により
故障の予兆を見つけ､

効率的なメンテナンス対応が行えるようになった

↑故障

サービス価値 ①



故障予兆を検知し、未然防止＆迅速対応ができる仕組み
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異常予兆を

検知

異常内容と対応

マニュアル配信

現場に急行

正しく対応
復旧

センサー 対応手順を

事前に確認

二次被害の発生減

期間・コスト削減

予兆を検知して

発報できるから

損害発生を未然に防止

センサーで常時監視

できるから、

低コスト、低負荷

マニュアルは自動配信

だから、経験依存を軽減

管理担当の面積が増加

サービス価値 ②



顧客メリット



ビルオーナーへの効果
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監視･収集 分析･検知 通知･作業指示 対応実施

・正常な機器への
ムダな巡回の削減

定期巡回

センサー監視 故障の予兆を検知

・予兆検知により
故障を未然に防止

予兆検知 ⇒ アラート発報

・伝達ミスによる
トラブル拡大を防止

マニュアルをベースにした
作業指示

管理委託のコスト削減 故障発生による追加費用削減
設備の停止時間0

トラブルへの
対応状況を把握

・作業ミス､ヌケモレを防止
・作業進捗の可視化

顧客メリット ①



管理会社への効果
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監視･収集 分析･検知 通知･作業指示 対応実施

・正常な機器への
ムダな巡回の削減

定期巡回

センサー監視 故障の予兆を検知

・予兆検知により
故障を未然に防止

予兆検知 ⇒ アラート発報

・伝達ミスによる
トラブル拡大を防止

マニュアルをベースにした
作業指示

・熟練者依存を減らす
・作業ミス､ヌケモレを防止

設備員削減 熟練技術者を多拠点へ展開
新人受け入れコスト削減

故障対応のコスト削減

顧客メリット ②



ご静聴ありがとうございました。


